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高齢者等の現状を把握するために実施した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」「在宅介護実態調

査」について、主要な項目を抜粋して掲載しています。 

 

【調査結果を見る際の留意点】 

・回答は各質問の回答者数（「n」＝「number」の略）を基数とした百分率(％)で示してあります。小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になるため、

回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・第９期計画の策定にあたり令和５年に実施した同調査を「前回」としています。 

 

 

 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

【調査概要】 

調査目的 
要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加状況を把握することで、地域の抱える課題の把握

や、介護予防・日常生活支援総合事業の評価に活用する 

対象者 
赤穂市内にお住まいの高齢者2,500人 

（65歳以上の方で介護認定を受けておられない方と要支援1、2の方の中から無作為に抽出） 

調査期間 令和８年１月19日（月）～令和８年２月６日（金） 

調査方法 配布：郵送 回収：郵送及びＷＥＢ回収 

回収状況 配布数：2,500件 回収数：2,085件 回収率：83.4％（前回：72.9％） 

 

 

①家族構成（問１） 

「夫婦２人暮らし(配偶者 65歳以上)」39.0％、「1人暮らし」20.7％を合わせると、約 6割が高齢者

のみの世帯となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子や娘との２世帯

その他 無回答

回答者数 =

　　　　　今回調査 2,085

　　　　　前回調査 1,824

20.7

25.2

39.0

33.8

2.7

4.4

15.7

17.5

14.5

16.0

7.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②介護・介助が必要になった主な原因（問３・複数回答） 

「高齢による衰弱」が 28.1％と最も多く、次いで「骨折・転倒」が 18.6％、「心臓病」が 13.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③外出を控えている理由（問 16・複数回答） 

「足腰などの痛み」が 45.0％と最も多く、次いで「転倒などで他人に迷惑をかけたくない」が 30.3％、

「交通手段がない・交通の便が悪い」が 24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「介助してくれる人がいない」、「転倒などで他人に迷惑をかけたくない」、「家族に止められている」がありま

せんでした。  

％ ％

　脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

　心臓病

　がん（悪性新生物）

　呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

　関節の病気（リウマチ等）

　認知症（アルツハイマー病等）

　パーキンソン病

　糖尿病

　腎疾患（透析）

　視覚・聴覚障害

　骨折・転倒

　脊椎損傷

　高齢による衰弱

　その他

　不明

　無回答

今回調査
（回答者数 = 349）

前回調査
（回答者数 = 252）

9.7

13.5

8.6

4.3

11.2

8.9

2.3

9.7

1.1

7.4

18.6

5.4

28.1

11.2

0.3

11.7

0 10 20 30 40

7.1

11.9

8.3

5.2

10.7

5.6

4.0

11.9

2.8

8.3

20.6

4.4

21.8

16.7

0.8

14.7

0 10 20 30 40

％ ％

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない・交通の便が悪い

介助してくれる人がいない

転倒などで他人に迷惑をかけたくない

家族に止められている

その他

無回答

今回調査
（回答者数 = 544）

前回調査
（回答者数 = 621）

12.7

2.6

45.0

16.0

12.1

5.5

14.0

9.9

24.1

2.2

30.3

4.2

8.3

6.1

0 10 20 30 40 50

12.6

2.6

34.5

12.7

8.4

5.0

14.3

10.5

15.1

－

－

－

39.0

1.6

0 10 20 30 40 50
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④生活機能低下リスク該当状況 

女性は男性に比べて前期高齢者と後期高齢者の差が大きく、女性の後期高齢者は、運動器機能の低下

リスクが 32.6％、転倒リスクが 45.0％となっています。また、介護・介助の必要性別にみると、転倒

リスクは介護・介助が必要ない人でも 33.6％となっています。介護・介助が必要になった要因の上位

２つに関わる運動器機能の維持、転倒予防のための取組が重要です。 

 

【生活機能低下リスクの該当者】 

 

＜男性＞      市全体（n=902） 

単位：％ 

 前期高齢者 後期高齢者 

運動器機能 7.1 24.8 

転倒 28.9 43.4 

閉じこもり 9.6 21.5 

栄養改善 3.1 5.8 

口腔機能 26.1 31.3 

認知機能 43.9 49.7 

うつ 36.8 42.6 

 

＜女性＞     市全体（n=1,181） 

単位：％ 

 前期高齢者 後期高齢者 

運動器機能 9.8 32.6 

転倒 30.1 45.0 

閉じこもり 9.4 29.6 

栄養改善 9.4 13.2 

口腔機能 18.1 32.7 

認知機能 38.2 52.0 

うつ 41.1 47.6 

 

      市全体（n=2,016） 

単位：％ 

 必要なし 必要あり 

運動器機能 13.0 61.3 

転倒 33.6 63.6 

閉じこもり 14.5 43.3 

栄養改善 8.1 11.7 

口腔機能 24.4 44.4 

認知機能 44.4 59.6 

うつ 39.8 60.2 

  

0

20

40

60

80
運動器機能

転倒

閉じこもり

栄養改善口腔機能

認知機能

うつ

前期高齢者（n=353） 後期高齢者（n=549）

0

20

40

60

80
運動器機能

転倒

閉じこもり

栄養改善口腔機能

認知機能

うつ

前期高齢者（n=448） 後期高齢者（n=733）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0
運動器機能

転倒

閉じこもり

栄養改善口腔機能

認知機能

うつ

必要なし（n=1,667） 必要あり（n=349）
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⑤生きがいの有無（問 36） 

「生きがいあり」が 61.9％、「思いつかない」が 33.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥パソコンやスマホを使って情報収集をしたり、買い物をしたりしているか（問 37） 

「よく利用している」「ときどき利用している」を合わせた“利用している”が 55.9％、「ほとんど

利用していない」「利用していない」を合わせた“利用していない”が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦人生会議（アドバンス・ケア・プランニング＜ＡＣＰ＞）の認知度（問 38） 

「よく知っている」が 5.4％、「聞いたことはあるがよく知らない」が 22.2％、「知らない」が 70.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧人生会議（アドバンス・ケア・プランニング＜ＡＣＰ＞）を実施しているか（問 39） 

「時々話し合いをしている」が 46.4％、「必要性は感じるが、まだ話し合ったことはない」が 32.1％

となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　　　　　今回調査 2,085

　　　　　前回調査 1,824

61.9

55.3

33.1

36.7

5.0

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

全　　体 112
46.4 8.0 32.1 5.4 8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

全　　体 2,085 5.4 22.2 70.2 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

全　　体 2,085 33.2 22.7 11.8 29.1 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生きがいあり 思いつかない 無回答

よく利用している ときどき利用している ほとんど利用していない 利用していない 無回答

よく知っている 聞いたことはあるがよく知らない 知らない 無回答

時々話し合いをしている 以前話し合いをしたことがある

必要性は感じるが、まだ話し合ったことはない 話し合いはしていない、又は必要性を感じない

無回答
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⑨介護予防のための通いの場への参加状況（問 40） 

介護予防のための通いの場に参加している人は 16.9％となっています。 

 

    【地域活動への参加状況】        【介護予防のための通いの場への参加状況】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩地域づくりへの参加意向（問 41、問 42） 

地域づくり活動について、参加者として「是非参加したい」「参加してもよい」を合わせると 50.6％

と半数が参加意向ありと回答しています。一方、世話役としての参加意向がある人は 27.5％となって

います。 

 

【地域づくりへの参加意向（参加者として）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域づくりへの参加意向（世話役として）】 

 

 

 

 

 

 

  

％

　　　　　　　ボランティアのグループ

　　　　　　　スポーツ関係のグループやクラブ

　　　　　　　趣味関係のグループ

　　　　　　　学習・教養サークル

　　　　　　　介護予防のための通いの場

　　　　　　　老人クラブ

　　　　　　　町内会・自治会

　　　　　　　収入のある仕事

15.6

24.7

26.3

13.3

16.9

10.4

37.9

21.3

32.7

16.2

22.0

27.6

12.0

13.1

9.1

41.3

24.3

0 10 20 30 40 50

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

回答者数 =

　　　　　今回調査 2,085

　　　　　前回調査 1,824

4.4

6.2

46.2

44.2

38.2

37.0

7.2

7.9

3.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

回答者数 =

　　　　　今回調査 2,085

　　　　　前回調査 1,824

1.4

2.4

26.1

30.4

64.1

56.4

4.7

5.4

3.6

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（回答者数 = 2,085）

前回調査

（回答者数 = 1,824）

％

　　　　　　　　　　　　　　　週４回以上

　　　　　　　　　　　　　　　週２～３回

　　　　　　　　　　　　　　　週１回

　　　　　　　　　　　　　　　月１～３回

　　　　　　　　　　　　　　　年に数回

　　　　　　　　　　　　　　　参加していない

　　　　　　　　　　　　　　　無回答

1.8

2.5

5.9

5.0

1.6

62.6

20.5

0.9

1.9

5.0

3.6

1.7

66.0

20.8

0 20 40 60 80

今回調査

（回答者数 = 2,085）

前回調査

（回答者数 = 1,824）
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⑪主観的健康感・幸福感（問 50、問 51） 

主観的健康感について、「とてもよい」「まあよい」を合わせた“よい”が 74.3％、「あまりよくない」

「よくない」を合わせた“よくない”が 20.7％となっています。 

幸福感については、「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を 10点とした時、「幸せ（７～９点）」が

47.8％で最も多くなっています。 

 

【主観的健康感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

今回調査 2,085

前回調査 1,824

男性　前期高齢者 353

　　　後期高齢者 549

女性　前期高齢者 448

　　　後期高齢者 733

必要／今回 349

必要／前回 252

経
年
比
較

性
・
年
齢

介
護
・
介
助

の
必
要
性

12.6

11.7

12.2

10.7

14.1

13.2

7.4

8.3

47.8

47.9

45.3

45.5

53.1

47.2

32.1

34.5

31.8

30.4

33.1

36.1

26.8

31.1

45.6

35.3

4.2

5.3

4.8

4.7

3.6

3.8

11.2

11.9

1.1

0.5

1.1

0.4

0.4

1.9

0.9

1.2

2.6

4.2

3.4

2.6

2.0

2.7

2.9

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

今回調査 2,085

前回調査 1,824

男性　前期高齢者 353

　　　後期高齢者 549

女性　前期高齢者 448

　　　後期高齢者 733

経
年
比
較

性
・
年
齢

10.1

9.4

11.9

8.7

16.1

6.5

64.2

67.1

67.1

60.1

67.4

63.8

17.3

17.5

15.0

20.4

10.5

20.2

3.4

3.7

2.3

4.9

2.0

3.7

5.0

2.2

3.7

5.8

4.0

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

とても幸せ（10点） 幸せ（７～９点） ふつう（４～６点） 不幸（１～３点）

とても不幸（０点） 無回答
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⑫認知症について 

・認知症に関する相談窓口を知っているか（問 57） 

 

 

 

 

 

 

 

・自分が認知症になったら、周りの人に助けてもらいながら自宅での生活を続けたいか（問 58） 

 

 

 

 

 

 

 

・認知症の人も地域活動に役割をもって参加した方がよいか（問 59） 

 

 

 

 

 

 

 

・あなた、又は家族が認知症になったら、そのことを近所の人に知ってもらおうと思うか（問 60） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全　　体 2,085 41.2 34.3 8.3 4.5
8.4

0.4 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

全　　体 2,085 28.6 7.8 60.2 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

全　　体 2,085 49.4 7.8 39.2 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

全　　体 2,085 33.1 61.4 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

はい いいえ どちらともいえない 無回答

はい いいえ どちらともいえない 無回答

知ってもらって、見守りや声かけなど協力をお願いしたい

隠す必要もないが、あえてそのことを知っておいてもらう必要もない

知っておいてほしいが、あえて支援は望まない

できればあまり知られたくないので隠したい

わからない

その他

無回答
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・あなたやあなたの家族が認知症になっても自宅で暮らしていくためには、どのようなことが必要にな

ると思うか（問 61・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後、認知症施策を進めていくうえで、どのようなことに重点を置くべきか（問 63・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 2,085 ％

　　　　　　適切な介護サービスの利用

　　　　　　認知症への理解と対応

　　　　　　定期的な見守りと声かけ

　　　　　　買い物や外出の付き添い

　　　　　　簡単な掃除やごみ出しなどの手伝い

　　　　　　独り暮らしのためのサポート

　　　　　　特に必要はない

　　　　　　その他

　　　　　　無回答

82.4

46.7

45.2

31.5

30.5

25.2

1.2

1.2

3.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2,085 ％

早期発見・早期診断のための仕組みづくり

かかりつけ医が認知症の治療もできる

認知症の人が安心安全に暮らせる体制整備の充実
（一人歩きした時に、位置情報が検索できる機器など）

認知症の人が利用できる介護施設・人材の確保

専門医が近くにいる

病院受診や介護などの相談体制の充実
（インターネットによる相談など）

地域の人たちとお茶を飲んだり、体操をしたりするなど、身近で
定期的に交流できる場所の整備

認知症の予防や重症化予防のための教室

認知症への正しい理解を広める啓発活動

認知症の人の権利や財産を守るための相談体制の充実

介護者同士が気軽に話をしたり情報交換をしたりする場所や、家
族の交流会、認知症の人が活動する場づくり、社会参加の支援

これまでの経験を活かした就労や作業の場の提供

認知症の人を支援するボランティアの養成

若年（65歳未満）で発症する認知症に対する支援の充実

無回答

62.6

36.1

46.9

56.2

25.0

21.2

25.3

25.3

23.3

17.3

22.8

6.8

20.6

15.4

9.3

0 20 40 60 80
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⑬介護を受ける場所の希望（問 64） 

「自宅」が 44.7％と最も多く、次いで「高齢者向けのケア付き住宅」が 10.7％、「大規模で専門スタ

ッフの多い施設（特別養護老人ホームなど）」が 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭これからの生活で不安に感じていること（問 69・複数回答） 

「健康の問題（入院や体調の悪化など）」が 76.7％と最も多く、次いで「介護が必要になったとき支

援が受けられるかどうか」が 46.0％、「経済的な不安（年金や貯金の不足）」が 39.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自宅

子ども・兄弟姉妹などの親族の家

高齢者向けのケア付き住宅

自宅近くの少人数で過ごす施設
（グループホームなど）

大規模で専門スタッフの多い施設
（特別養護老人ホームなど）

病院などの医療施設

その他

わからない

無回答

44.7

0.4

10.7

8.9

10.4

5.3

0.6

8.1

10.9

44.2

1.6

6.9

8.0

10.5

6.0

0.9

16.2

5.8

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 2,085 ％

健康の問題　（入院や体調の悪化など）

経済的な不安（年金や貯金の不足）

介護が必要になったとき支援が受けられるかどうか

家族や友人とのつながりの減少

住居の問題（引っ越し、住宅環境の改善）

孤独感・寂しさ

災害時の避難

その他

無回答

76.7

39.2

46.0

12.9

6.7

11.7

22.8

1.7

6.7

0 20 40 60 80

今回調査

（回答者数 = 2,085）

前回調査

（回答者数 = 1,824）
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（２）在宅介護実態調査 

【調査概要】 

調査目的 

「要介護者の在宅生活の継続」と「介護者の就労継続」の2つの視点に基づき、介護保険サービス

の利用実態との関係等を分析することで、在宅生活の継続や介護者の就労継続等に資する取組を検

討する 

対象者 
赤穂市内にお住まいの高齢者1,000人 

（要支援・要介護認定を受けられている65歳以上の方と介護をしている方の中から無作為に抽出） 

調査期間 令和８年１月19日（月）～令和８年２月６日（金） 

調査方法 配布：郵送 回収：郵送及びＷＥＢ回収 

回収状況 配布数：1,000件 回収数：726 件 回収率：72.6％（前回：68.9％） 

 

①今後の暮らし・介護に対する希望（問 30、問 38） 

介護をしている家族では、「自宅で、介護保険サービスを利用しながら介護したい」が 45.7％と最も

多くなっています。 

一方、介護を受けている本人では、「今のところは、わからない」が 29.8％ととなっており、「自宅

で、介護保険サービスを利用して、家族などの介護を受けて暮らしたい」の 26.6％を上回っています。 

 

【今後の暮らし・介護に対する希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自宅で、介護保険サービスを利用して、家族などの
介護を受けて暮らしたい/ 介護したい

グループホーム（認知症の方向けの施設）などの地
域に密着したサービスを利用したい

高齢者向けに整備された住宅に入居したい/利用し
たい

特別養護老人ホームなどの介護保険施設に入所した
い/サービスを利用したい

医療機関（入院）を利用したい

わからない

無回答

26.6

9.0

7.6

13.1

3.3

29.8

10.7

45.7

7.5

5.4

16.6

3.1

11.9

9.9

0 10 20 30 40 50

要介護者本人

（回答者数 = 726）

介護者家族

（回答者数 = 523）
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②主な介護者の勤務形態（問 31） 

「働いていない」が 46.1％と最も多く、次いで「フルタイムで働いている」が 21.8％、「パートタイ

ムで働いている」が 19.3％となっています。 

要介護度別にみると、他の要介護度と比較して、要支援１・２で「フルタイムで働いている」、要介

護３～５で「働いていない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全 体 (n=523)

男性　65歳～74歳 (n=18)

　　　75歳～84歳 (n=69)

85歳 以 上 (n=84)

女性　65歳～74歳 (n=18)

　　　75歳～84歳 (n=103)

85歳 以 上 (n=228)

赤 穂 ・ 城 西 (n=170)

塩 屋 ・ 西 部 (n=125)

尾 崎 ・ 御 崎 (n=127)

坂 越 ・ 高 雄 (n=66)

有 年 (n=32)

要 支 援 １ ・ ２ (n=153)

要 介 護 １ ・ ２ (n=274)

要 介 護 ３ ～ ５ (n=93)

性

・

年

齢

圏

域

要

介

護

度

21.8

5.6

15.9

17.9

38.9

28.2

22.4

22.4

16.8

25.2

25.8

18.8

26.8

21.5

15.1

19.3

22.2

13.0

11.9

22.2

18.4

24.1

25.3

17.6

14.2

18.2

18.8

23.5

19.3

12.9

46.1

66.7

59.4

53.6

27.8

41.7

40.8

42.4

50.4

51.2

40.9

37.5

33.3

47.1

63.4

1.1

1.0

2.2

0.6

1.6

2.4

3.3

1.1

11.7

5.6

11.6

16.7

11.1

10.7

10.5

9.4

13.6

7.1

15.2

25.0

13.1

12.0

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答
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③介護をするにあたっての働き方の調整等について（問 32・複数回答） 

「特にしていない」が 40.0％と最も多く、次いで「介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間

勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」が 27.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②仕事と介護の両立に効果があると思われる勤務先からの支援（問 33・複数回答） 

「制度を利用しやすい職場づくり」が 34.9％と最も多く、次いで「介護休業・介護休暇等の制度の

充実」が 33.0％、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」が 32.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 215 ％

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化　（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

10.2

33.0

34.9

32.1

11.6

14.0

16.7

21.4

0.9

10.2

1.4

14.0

0 10 20 30 40

％

特にしていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時
間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働い
ている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取
りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働い
ている

介護のために、上記以外の調整をしながら、働いて
いる

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

40.0

27.0

24.7

4.7

14.4

2.3

2.3

44.1

25.6

20.0

1.5

10.8

3.6

3.1

0 10 20 30 40 50

今回調査

（回答者数 = 215）

前回調査

（回答者数 = 195）
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③介護者家族から見た在宅介護が困難になる要因（問 36・複数回答） 

「主な介護者の心身状態の悪化」が 59.8％と最も多く、次いで「家族の不安・心理的負担が増える」

が 53.7％、「主な介護者の時間的制約」が 44.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④介護を続けるために必要な支援（問 37・複数回答） 

「介護サービス（デイサービス・ショートステイ等）の利用しやすさ向上」が 57.2％と最も多く、

次いで「緊急時や夜間の支援体制の充実」が 45.3％、「行政の手続きや制度情報の分かりやすい案内」

が 35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 523 ％

介護サービス（デイサービス・ショートステイ等）
の利用しやすさ向上

緊急時や夜間の支援体制の充実

介護用品や住宅改修などへの経済的支援

介護に関する相談やカウンセリングの充実

介護者が休める「レスパイト（休息）」の場の拡充

家族介護者同士が交流・相談できる場（家族会な
ど）の整備

介護の知識・技術を学ぶ講座や情報提供の充実

仕事と介護を両立できる職場環境（勤務時間調整・
休暇制度など）の推進

地域や近隣住民による見守り・支え合いの仕組み

行政の手続きや制度情報の分かりやすい案内

その他

無回答

57.2

45.3

28.7

18.0

22.0

7.6

11.5

16.4

14.3

35.0

2.5

13.6

0 20 40 60

回答者数 = 523 ％

　　家族の不安・心理的負担が増える

　　主な介護者の心身状態の悪化

　　主な介護者の時間的制約

　　本人と主な介護者の関係悪化

　　住環境が介護に不向きなため

　　家族の意向で必要なサービスを利用できない

　　経済的理由で必要なサービスを利用できない

　　近隣住民との関係悪化

　　受け入れ先となるサービス事業所がない

　　その他

　　無回答

53.7

59.8

44.0

17.6

16.8

5.0

13.4

3.6

9.2

4.8

12.8

0 20 40 60
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⑤ダブルケアについて（問 40） 

「主な介護者の方には、15歳未満の子どもはいますか」の問に対し、「いる」が 3.3％、「いない」が

90.6％となっています。 

「いる」と回答があったのは 17件で、そのうち「中学生」が 52.9％と最も多く、次いで「未就学児」

「小学校低学年」「小学校高学年」が 17.6％となっています。 

 

【15歳未満の主な介護者の有無】        【15歳未満の主な介護者の年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる いない 無回答

％

　　　　　　　　　　　　　　乳児（１歳未満）

　　　　　　　　　　　　　　未就学児

　　　　　　　　　　　　　　小学校低学年

　　　　　　　　　　　　　　小学校高学年

　　　　　　　　　　　　　　中学生

　　　　　　　　　　　　　　無回答

5.9

17.6

17.6

17.6

52.9

23.5

0.0

16.7

8.3

41.7

41.7

16.7

0 20 40 60

回答者数 =

　　　　　今回 523

　　　　　前回 464

3.3

2.6

90.6

91.6

6.1

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（回答者数 = 17）

前回調査

（回答者数 = 12）


